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前前橋橋監監督督署署かかららののおお知知ららせせ  
 

平成２３年（６月末現在）分 

前橋署管内 労働災害発生状況（累計） 
 

２１年同期に比べ２４件（人）のマイ

ナス。約１５％の減少。 

 

●ほぼ全業種で減少か横這い傾向に。 

●卸・小売業で半減し１０件（人）に。 

●３月に建設業で死亡災害が発生し

死亡はプラスマイナス０件（人）に。 

 

   

 

● 県内全般では減少傾向にあ

り、当署でも増加傾向が鈍り、

平成 22 年同期と比べ１件増の

314 件（人）に。 

● 製造業、建設業で増加。 

● 死亡災害は 4 件（人）であ

り、プラス 1件に。 

● 死亡災害 4 件の内訳は、製

造業 2 件、畜産業・林業各 1

件。 

 

   

 

※ 注…休業４日以上の災害(通勤災害分を除く)で、平成２３年６月３０日 

までに、当署に提出された労働者死傷病報告を集計（累計）。 
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１件増 

   

平成２２年

の死亡者 

↑昨年９月３日午前９時頃、ビルの

建設現場で作業員が熱中症になり、

警察や消防のレスキュー隊まで出動

し、作業員を搬送。 

 一時、意識不明であったが、３日

で無事退院。（高崎署窓から撮影） 

 

←
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
よ
り
、
高
所
作
業
車
で
救
出 

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
で
熱
中
症
（
死
亡
） 

工
事
現
場
で
熱
中
症
（
休
業
３
日
） 

拡大 

↑昨年８月４日、吉岡町のトウモロコシ

畑で農薬散布をしていた５７歳の男性

作業員が熱中症で死亡した現場。 

 朝５時頃から作業を始め、午後７時頃

になっても戻らなかったため、畑を探し

たところ死亡していたもの。 

●重装備に加え、飲料水持参せず。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年（平成） 元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 10年 11年 12年 

死亡者数 １ １１ ７ ４ １ ２０ ２４ ９ １５ １０ ２０ １８ 

年（平成） 13 年 14 年 15年 16年 17 年 18 年 19年 20年 21年 22年 

死亡者数 ２４ ２２ １７ １７ ２３ １７ １８ １７ ８ ４７ 

●6年 7月 6日、高崎の工事現場

で 25 歳の作業員死亡（35.1 度） 

●10 年 7月 28 日、吾妻で 41

歳の男性運転手死亡 

節節電電のの夏夏、、今今年年もも  

 

●7年 7月 25 日､太田で 57 歳の男性作業員死亡 

●7年 7月 31 日､藤岡でも 55 歳の女性作業員死亡 

平成 22年の労災死亡者（４７人）の発生状況 

－ ７、８月に多発し、時間は午後４時台が最多 － 
① 業種別では建設業の割合が高く、４７人中１７人（３６.

２％）を占め、製造業９人、農業６人でした。 

② ７月と８月に集中し、7 月 25 人、8 月 19 人、６月 2 人、

９月 1 人でした。 

③ 午後４時台が最多で１１人、３時台９人、２時台５人と続

き、午後６時以降や、午前９時以前でも発生しました。 

④ 作業開始日から１週間以内に４割以上（４２.６％、２０人）

が死亡しました。 

 

 

早目の水分・塩分補給を！ 

体調不良者や持病のある人は特に注意を！ 

 

２２年８月４日､吉岡町で農薬

散布作業をしていた57歳の男

性作業員が死亡（前掲）。 

２２年８月３１日､伊勢崎市で

溶接作業中に体調を崩し、帰宅

途中の４６歳の男性作業員が

工場を出て、自転車で 400ｍ

走ったところで倒れ、死亡。 

 

多くの事業場（５２.４％）で、複数の対策を実施。 

「特に実施せず」は約１５％に留まった。 
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昨年の夏、職場で講じ

た「熱中症対策」を回

答（複数）していただ

きました。 

 

水やスポーツ飲料の支給 

塩アメや梅干の支給 

服装や装備等の見直し 

職場巡視の実施 

研修や教育の実施 

その他 

特に実施せず 

特未記入 

人 

２３１人中、約3割の人が「熱中

症の事例があった」と回答。 

昨年の夏、職場や家庭

など、身近なところで

熱中症の事例があった

かお聞きしました。 

 

31%

69%

熱中症なし 

160人 

熱中症あり 

７１人 


